
オランダは1990年
自転車道路整備
マスタープランを作った

15m上昇図（JAXA提供）

Houten自転車のまちづくり35000kmの自転車道路

国土の28%が０m地帯

堺市立日置荘小学校
６年生のあなたはどうする

大阪湾が縄文海進
時代のように入り
込む

海面５m上昇 養父大二朗教諭が3クラスを指導中

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大阪堺市の日置荘小学校では2年度、6年生が気候変動教育に取り組んでいます。昨年の実践に積み重ね養父先生は自転車のシマノ本社がある堺市のが自転車のまちづくりに取り組んでいることを知り、企業、行政、学校をつなkぎ、子どもたちがまちに声をあげていくという授業構成を考えました。
国土の28パーセントが0mであるオランダは、早くから脱炭素に舵をきり、1990年には自動車道路と完全分離した35000km自転車道路網を考え、自転車中心の街も実際に作りました。
ここでJAXAの海面上昇図を使って、大阪も他人事では無いというところから子どもたちの調べ学習をスタートさせました。



自分たちの意見を
まとめる

市役所・シマノへのヒアリング

校区の店舗に電話で交渉散髪屋・和菓子店・コンビニ・役所ロビー
にポスターを展示する

チームで
テーマ設

定

2学期の
学習

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3クラスがチームに分かれてy小さな疑問や課題を設定し、それをシマノや自転車のまちづくりを担当している部署で話を聞いて深めていきました。そして自分たちの意見をポスターにして、校区のいろんな店舗に電話交渉し、貼らせてもらいました。断られる経験も大事であったと養父先生はいいます。ここまでが2学期。今3学期、どのようにその成果を受け止めて実践をされているのか楽しみです。気候変動教育✖️市民教育の実践です。
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